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概要
 自己紹介
 環境の変化と大学図書館の課題
 大学図書館に求められる機能・役割
 オープンアクセスの進展と情報発信
 英国の最近の調査報告から
 大学図書館による研究支援の一例：ロンドン大学キング
ズカレッジ
 これからの研究支援
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3図書館歴
 1976.4 筑波大学図書館部（入職）（１）
 1981.4 秋田大学附属図書館
 1983.4 図書館情報大学図書館情報課
 1992.4 東京大学附属図書館
 1999.4 名古屋大学附属図書館（１）
 2002.4 熊本大学附属図書館
 2004.4 山形大学附属図書館
 2007.4 東北大学附属図書館
 2011.4 名古屋大学附属図書館（２）
 2013.4 筑波大学附属図書館（２）
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A Wondering Librarian?
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環境の変化と大学図書館の課題
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 電子化の進展と学術情報流通の変化
✓インターネット上の多様な情報資源に対して，学生，教職員
が容易にアクセス可能となる等情報環境が変化
✓学術情報流通においても主要な海外学術雑誌が電子ジャーナ
ルとして普及
 大学を巡る環境変化
✓18歳人口の減少，国立大学の法人化，国公私立大学の基盤的
経費の削減傾向等により，我が国の大学は全体として厳しい
環境
✓大学図書館は，学習，教育，研究活動の変化や新しい動向に
対応し，より効率的な支援の展開とともに，利用者の情報リ
テラシー能力の向上に積極的に関与することが望まれる。
出典：『大学図書館の整備について（審議のまとめ）概要』 2010
「付加価値型」のサービス（業務）
6 出典：『図書館情報学』（勁草書房 2013）p.250を一部改変
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情報も利用者も図書館
から離れていく
図書館におけるデータベース等の利用の変化
インターネット以前 インターネット以後
アクセス 来館 リモートアクセス
ユニバーサルサービス
料金体系 従量制 定額制
課金 受益者負担 共通経費負担
検索主体 仲介者（図書館職員） エンドユーザ
入力方式 論理演算 キーワード
ユーザインターフェース 文字ベース グラフィックベース
直観的
契約 タイトル単位契約 パッケージ契約
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利用者は情報探索を何から始めるか？
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9 出典：Perceptions of Libraries. OCLC, 2010.他
北米大学図書館の貸出数とレファレンス件数
貸出数（一般コレクション平均） レファレンス件数（週平均）
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10 出典：ACRL’s 2008 Academic Library Trends & Statistics, 2008.
大学図書館に求められる機能・役割
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１.学習支援及び教育活動への直接の関与
２．研究活動に即した支援と知の生産への貢献
３．コレクション構築と適切なナビゲーション
４．他機関・地域との連携並びに国際貢献
出典：『大学図書館の整備について（審議のまとめ）概要』 2010
研究活動に即した支援と知の生産への貢献
・研究活動支援は、学術雑誌、図書等の研究を進めるうえで必
要な情報を確保すること
・いわゆるe-ScienceやCSIのシステム構築・運用に当たって大
学図書館側からの貢献を期待
・機関リポジトリは，研究者自らが論文等を搭載していくこと
により学術情報流通を改革するとともに，その公開の迅速性
を確保
・大学等における教育研究成果の発信を実現し，社会に対する
教育研究活動に対する説明責任の保証や，知的生産物の長期
保存等を図る上でも，大きな役割を果たすもの
・今後，大学全体におけるリポジトリ事業の位置付けの明確
化，大学図書館業務としての定着，システム構築と維持体制
の整備などが課題
・なお，オープンアクセスの推進が必要
12 出典：『大学図書館の整備について（審議のまとめ）概要』 2010
機関リポジトリの増加
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オープンアクセス雑誌（DOAJ）の増加
2013年6月現在
オープンアクセスの浸透：2008年 N=1,837
15
出典：http://www.plosone.org/article/info%3Adoi%2F10.1371%2Fjournal.pone.0011273
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日本における機関リポジトリ・構築機関の増加
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日本の機関リポジトリのコンテンツ内訳
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N= 1,198,005
大学図書館機関リポジトリのコンテンツ数の推
移
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大学図書館機関リポジトリの利用の推移
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英国の最近の調査報告から
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（大学図書館統計）
（大学図書館の価値）
コンピューティング・サービスと図書館の統合
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出典：SCONUL Annual Library Statistics, 2001-2002, 2005-2006, 2010-2011.から作成
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研究と研究者に対して図書館の持つ価値の全体
マップ（１）
No. 重要なメッセージ 図書館の行動と特性 最終的な便益
1
素晴らしい図書館はトップレベルの研究者の雇用と
確保に役立つ
・徹底したサービス文化
・しっかりした研究資料
・誰でもが利用できる研究リソー
スの目録
・トップレベルの研究者の
雇用と確保
2
図書館は研究者が研究助成の獲得と研究契約に役
立つ
・高い専門知識
・情報スキルや物事をまとめて
いく手腕
・徹底したサービス文化
・研究収入の増加
3
図書館は新しいテクノロジーや学術情報流通の新し
いモデルを促進し，活用する
・研究やコミュニケーションにつ
いての専門性
・徹底したサービス文化
・より効率的な研究
・研究者のより高い満足
度
・より質の高い研究
4
機関リポジトリは研究機関の可視性を高め，研究を
行っている機関の評判を高める
・機関リポジトリの管理
・より質の高い研究
・研究収入の増加
・研究成果の潜在的な読
者層の増加
5
図書館の外部への関わりが機関全体の活動の改善
に貢献する
・外部に関わる図書館
・研究機関の中心としての公平
な位置
・情報スキルや物事をまとめて
いく手腕
・より質の高い研究
・研究収入の増加
出典：The Value of Libraries for Research and Researcher. RIN,/RLUK, March 2011. p.2
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研究と研究者に対して図書館の持つ価値の全体
マップ（２）
No. 重要なメッセージ 図書館の行動と特性 最終的な便益
6
図書館の主題スペシャリストが研究部門と連携して
活動する
・高い専門知識
・徹底したサービス文化
・先を見越した情報スペシャリス
ト
・研究成果の増大
・より効率的な研究
・研究者の満足
7
図書館サービスの価値を強化するため研究者と連
携する
・外部に関わる図書館
・徹底したサービス文化
・研究者の満足
・より質の高い研究
・より効率的な研究
8
[図書館の]専用スペースは研究者に対するより優
れた研究環境を提供する
・柔軟性のある物理的スペース
・しっかりした研究資料
・研究者のより高い満足
度
・より高い質の研究
・研究成果の増大
9
質の高い研究コンテンツへの使いがってのよいア
クセスは依然として優れた研究の基盤である
・しっかりした研究資料
・情報スキルや物事をまとめて
いく手腕
・高い主題知識
・より効率的な研究
・より質の高い研究
10
図書館は学会や学問の価値を物理的に表現したも
のである
・知識の故郷としての図書館に
対する遺産的認識
・よりやる気のある研究者
出典：The Value of Libraries for Research and Researcher. RIN,/RLUK, March 2011. p.2
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大学図書館の非常に重要な役割 N=3,498
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研究支援：図書館は研究の生産性を高めるのに
役立つ積極的な支援を提供する
ゲートウェイ：図書館は調査のための情報探索の
出発点あるいはゲートウェイの機能を果たす
教育支援：図書館は教育活動を支援し、促進す
る
学部学生の支援：図書館は学部学生が調査や
批判的分析や情報リテラシー・スキルの展開に
役立つ
アーカイブ：図書館はリソースのアーカイブとして
の機能を果たす 言い換えれば、図書館はリソー
スをアーカイブし、保存し、記録する
購入者：図書館は、学術誌から図書・電子データ
ベースまで必要とするリソースに代金を支払う
出典：RLUK Survey of Academics 2012. May 16, 2013. p.79.
大学図書館の非常に重要な役割（分野別）
N=3,498
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研究支援：図書館は研究の生産性を高めるのに役
立つ積極的な支援を提供する
ゲートウェイ：図書館は調査のための情報探索の出
発点あるいはゲートウェイの機能を果たす
アーカイブ：図書館はリソースのアーカイブとしての
機能を果たす 言い換えれば、図書館はリソース…
学部学生の支援：図書館は学部学生が調査や批判
的分析や情報リテラシー・スキルの展開に役立つ
教育支援：図書館は教育活動を支援し、促進する
購入者：図書館は、学術誌から図書・電子データベー
スまで必要とするリソースに代金を支払う
芸術・人文学 社会科学 科学 医学・獣医学
出典：RLUK Survey of Academics 2012. May 16, 2013. p.80.
回答者が強く同意した大学図書館が果たす
べき主な役割(学問分野別）N=3,498
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
研究や教育に必要と思われるあらゆる研究
資料へのアクセスを容易にすること
学部学生の学習を学生の研究スキルの発達
や必要とする資料の発見やアクセスや活用
により助け、支援すること
芸術・人文学 社会科学 科学 医学・獣医学
出典：RLUK Survey of Academics 2012. May 16, 2013. p.83.
回答者が強く同意した大学図書館の変わり
ゆく価値（学問分野別） N=3,498
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研究資料が電子的に利用できるので、図書
館施設や職員やその他の要求に資金を振り
向けるべきだ
教員が学術コンテンツにオンラインで簡単に
アクセスするので、大学における図書館員の
役割はあまり重要でなくなる
芸術・人文学 社会科学 科学 医学・獣医学
出典：RLUK Survey of Academics 2012. May 16, 2013. p.86.
団塊ジュニア世代（Generation Y）の博士課程
の大学院生の研究行動 70機関17,000人を対象とした調査
 一次研究資料よりも二次研究資料にますます依存して
いる
 購読ベースのリソースに対する認証やライセンスの制限
が問題となっている
 オープンアクセスと著作権が混乱を招いている
 デジタル情報環境下で革新的なテクノロジーの潜在的
能力を最大限に活用するための訓練や知識が不十分で
ある
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出典：Researchers of Tomorrow. June 2012. p.5-7.
化学者が便益を受けるべきサービス領域
約60人へのインタビュー調査
 データ管理と保存
研究グループの構成員が収集し，作成したデータを管理・蓄積・保存する
ための広範な訓練を受けていない
 情報発見
新たに出現した極めて効果的な検索ツールがあるにも関わらず，最新の
文献の追跡について心配している
 研究成果の配布と学術コミュニケーション
研究成果のオンライン・リポジトリへの投稿や新しい出版モデルの導入が
遅い
出典：Supporting the Changing Research Practices of Chemists. Ithaka S+R, 2013. p.5.30
図書館員が識別している９つのスキル・ギャッ
プ RLUK加盟館22機関の169人を対象した調査
 研究成果の保存
 データ管理とキュレーション
 資金助成者の多岐にわたる義務化の遵守
 データ操作ツール
 データマイニング
 メタデータ
 プロジェクト記録の保存
 研究助成金の源泉
 メタデータ・スキーマの開発や標準や実務についての助
言
出典：Re-skilling for Research. RLUK, January2012. p.3.31
大学図書館による研究支援の一つの例：ロンド
ン大学キングズカレッジ
32
出典：http://www.kcl.ac.uk/library/researchsupport/index.aspx
研究のライフサイクルを通じた研究支援
アイデア
研究資金
情報管理
研究成果
の配布
研究の評
価
研究の保
管
情報リソース
情報スキル訓練
文献レビュー支援
研究アラート
研究資金アラート
研究助成申請支援
IT・情報スキル訓練
ソフトウェア
文献情報管理
ネットワーキング
出版とオープンアクセス
プレゼンテーション・ポスター
論文；著作権
引用文献分析
研究卓越性枠組（REF）
データ管理・アーカイビング
33 出典：http://www.kcl.ac.uk/library/researchsupport/index.aspxから作成
大学の研究支援における図書館の位置付け
出典：http://www.kcl.ac.uk/innovation/research/support/index.aspx
図書館ウェブサイ
トへのリンク
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変わりゆく研究状況
 学際的研究の増加
 政府及び助成機関からの新たな要求
✓ オープンアクセス
✓ データ
✓ 研究成果出版（公表）への圧力
 研究資金（外部資金）獲得競争の激化
 Eサイエンスの台頭
 電子学位論文の普及
35
出典：Reshaping Library Support for Research at King’s College London. 2012.
研究支援内容の見直し
従来の支援内容 新たな支援内容
 訓練と対面サポート
 館（やかた）としての図書
館スペース
 引用文献分析
 ILLとドキュメント・デリバ
リー
 コレクションの開発と管理
 機関リポジトリと研究者総
覧（CRIS）との連携
 大学の研究ポータルの支
援
 ゴールドOAを支援する
APC（論文掲載料金）の
管理
 研究データ
36 出典：Reshaping Library Support for Research at King’s College London. 2012.
研究ポータル（１）
出典：https://kclpure.kcl.ac.uk/portal/en/37
研究ポータル（２）
 研究ポータルは，以下のキングズカレッジの研究の広が
りと多様性を示すショーケース
①研究者の履歴②研究グループのプロファイル ③研
究助成の詳細④研究のアウトプット（出版書籍や査読
誌掲載論文）
 機関リポジトリは，可能な限り，大学院生の研究論文を
含む研究のアウトプットのフルテキストへのアクセスを提
供
38
出典：http://www.kcl.ac.uk/innovation/research/researchportal/index.aspx
これからの研究支援を考える
 大学の研究ミッションの理解
 研究者のニーズの把握
 図書館の戦略方針の決定
 従来型業務の整理
✓ 何を残して、何を加えるか（優先順位の決定）
 学内関連組織との連携
 図書館職員の新たなスキルの獲得
✓ 従来のスキル＋ICT＋研究評価スキル
 外部資源の活用
✓ システム構築（導入），データ整備
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当面のシナリオ
 機関リポジトリを活用した研究成果の発信
✓ 博士論文や紀要論文の公表
 紀要等の学内学術誌のオープンアクセスジャーナル化
 研究業績と機関リポジトリの密接な連携
✓ 研究業績の入力支援（例：筑波大学 ARESとTRIOS）
 評価や外部資金獲得のための情報提供
✓ データベースの活用
 研究アドミニストレータ的なサービスの試行
✓ すべての大学に専任の研究アドミニストレータがいるわけでは
ない（例：『文教大学の研究支援体制』第3版（2013年4月））
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ご清聴ありがとうございました
